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皆さんこんにちは。 

 24 日からの、10 年に一度の最強寒波の影響により、日本各地で交通障害が

起きましたが、皆さんは交通障害に巻き込まれたり事故やケガ等なかったでし

ょうか。 

この最強寒波は、日本だけでなく中国黒竜江省では、-53℃の史上最低気温を

観測したようです。韓国ソウルでも-15℃を観測し、東アジアでは厳しい寒波

に直面したようです。気温の低下をもたらした原因はラニーニャ現象が一因と

なっていると言われています。 

 わが家では初めて、25 日の朝から、給湯器から台所までの給水管が凍結し

てしまい、水は出るがお湯が出ない状態になり、妻に大変怒られてしました。ようやく 26 日の夕方にお湯が

出るようになりました。前もって、凍結しないように点検をしておくべきと反省しています。日本各地で、水

道管の破裂・給湯器の凍結がおきたようですが、皆さんはどうでしたでしょうか。まだまだ寒い日が続くよう

です。皆さんも点検をしてみてください。 

 また、今後まだ寒さが続くようで、今朝も一晩で約 35 ㎝～50 ㎝位の雪が降りました。今晩もまだ大雪の予

報が出ています。交通事故やケガ等には十分注意してください。 

 本日の卓話は、一般社団法人上越市地域医療機構理事長の土橋 均様です。演題は、地域社会の持続可能性

を考えるです。ご清聴お願いします。 

 

 

 

出席率 95.92％ 

 

 

 

社会奉仕委員会：2/17 オークションのお知らせ・ 

お願い 

 

国際奉仕委員会：スリランカからのお礼報告 

（地区補助金事業） 

 

 

 

 

 

 

 

第23回例会  1月 27日(金) №23 
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小池猛紀君：2/15-16 アンバサダー養成講座のご案内 

 

 

 

 

配布物：会報№22、ロータリー財団寄付金領収書 

回覧物：2023-24 年度 RI 会長テーマ、新会員推薦カ

ード 1 枚、2/15-16 アンバサダー養成講座チラシ 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人上越市地域医療機構 理事長 土橋 均 様 

 

○ 近代日本の起点を明治維新として、その 77 年後に先の大戦が終戦を迎えた。さらに 77 年後の昨年、内外

の情勢が大きく変動し、様々な課題に直面する時代の転換期に。 

○ 今を語るキーワードを、①人口減少、気候変動、分断、格差、脱炭素、多様性など近い未来の課題や方向

性 ②物価高、エネルギー、円安、賃上げなど急ぎ対応すべき課題 ③ウクライナ侵攻、台湾有事、防衛

力強化など安全保障、外交等の課題 ④ウィズコロナ、少子化対策、新たな成長戦略など重点的に取り組

む課題 に整理してみた。 

○ 多様な価値観、利害が顕在化する中で世界中が模索し、次の一歩を踏み出している。日本も例外ではなく、

自分事として考え、議論し行動するフェーズに入っている。 

 

○ 地域社会の持続可能性について考える糸口として、総論を各論に落とし込む必要がある。例として「人口

減少下での社会経済機能をいかに確保していくか」という総論を≪基礎的な財・サービスを、今後も域内

において確保していけるのか≫という各論から見てみたい。 

○ 基礎的な財・サービスとは、衣食住やエッセンシャルワークなどに関連するもので、企業、家庭、行政の

活動を行う上で不可欠なもの。 

○ まずは、それぞれの実態を詳細に把握するためにデータを収集し整理する必要があるが、定量的、科学的

な資料に乏しく、脆弱な現状。観念的に理解している課題を検証し、客観的事実としていくために、デー

タの整備、活用が急務。 

○ 一例として、衣食住に関連性の深い職業、サービスをピックアップし、事業者数の推移を調べてみた。（資

料として提供） 

○ 野生動物の保護に関するレッドデータブックが参考になる。また、「たぶん大丈夫」「自分には及ばない、

関係がない」という正常化バイアスも排除しないと核心が見えない。 

 

○ 収集したデータを読み解き、分析して将来的な姿を推測し、必要な手立てを考える。基礎的な財・サービ

スに関する仕事は、人が介在する要素が特に大きい。こども一人ひとりに着目した職業意識の醸成、意欲

や適性に沿った進路選択など、教育が重要な役割を果たす。 

○ 整理した各論を集め、総論に戻して俯瞰する。人口が減少したとしても地域の社会経済を持続していく上

で不可欠なものはなにか…。必要性、優先度、緊急性、代替性などの視点に立った議論と、出口に向けた

戦略が必要となろう。 
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